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小ブケ遺跡位置図 
（国土地理院数値地図 1：25,000「椋本」を使用）  

 
 
 

【おわりに】 
今回の調査は下水道工事に伴って実施したもので、発掘調査面積も決して大きく

はありません。しかし先に述べたように、この地は生活をするにはとても恵まれた

場所で、古来より営まれてきた人々の生活の一端を垣間見ることができたことは大

きな成果であります。 
 またこの下水道工事に伴う発掘調査は上流に向けてしばらく続きますが、今回の

発掘調査現地説明会が、安濃川流域における人々の歴史に触れていただく機会にな

ればと思います。 

 
 
 
 
 

調査風景 
【はじめに】 
小ブケ遺跡は、北に見当山丘陵が、南西に安濃川が流れる沖積平野に位置しています。 

南東に 300ｍ行くと辻の内遺跡があり、そこでは縄文時代や弥生時代の土器のほか、竪穴 
住居が見つかっています。そして、現在の美濃屋川をはさんだすぐ北には、大城古墳群が 
あり、安濃川をはさんだ南側には国指定史跡の明合古墳があります。また、長谷山には大 

調査遺跡名  小ブケ遺跡 
所 在 地  三重県津市安濃町内多 
調査面積   ４８６㎡ 
調査期間   平成 25 年９月 18 日～11 月 15 日 
原因事業名  平成 25 年度中勢沿岸流域下水道安濃北幹線管渠工事 
調査実施機関 三重県埋蔵文化財センター 

規模な長谷山古墳群も広がっています。平安時代後期には安濃郡の条里に伴う区割りがさ 
れていました。中世には安濃郡を支配していた長野氏の一族の居城である安濃城が築かれ 
ています。つまり、ここ安濃町一帯は古くは縄文時代から現代に至るまで人々の生活が営 
まれてきた非常に恵まれた地ということができます。 
それでは、調査によって見つかった内容を見ていきましょう。 

 
 
 




